制度要綱様式第２号(第４第１項関係)

多様な観光コンテンツ整備促進事業補助金実施計画書

１　基本的事項
	計画の名称
	実施計画

	計画作成者名※1
	

	
	(主な事業内容)

	計画の概要
	




(参考となる写真１～2枚を貼り付けすること)
(写真・画像)
(写真・画像)






	事業実施箇所※2
	

	主な利用者像※3
(誘客対象)
	


	計画期間※4
	　年　月　日　～　　年　月　日

	総事業費※4
	円

	(2030年時点での)
年間利用者数
(見込み)
	人

	
	(算出の考え方)



	関係機関との
連携体制※5
	(事業者名)
	(連携事項)

	
	
	

	
	
	

	他の補助金の
活用の有無
	□　有　　　(該当に☑)
□　無


※1　計画作成者は、交付申請者と一致すること。主な事業内容は、作成者の基本的な事業内容を記載すること。
※2　特定の施設に付随する事業の場合は、施設名まで記載すること。
※3　計画により整備する観光コンテンツのターゲットとなる利用者の国籍、年齢、性別等を記載すること。
※4　本補助金により実施する整備、広報等に要する期間及び事業費の総計を記載し、「２事業内容の詳細」の事事業費の合計及び事業期間(始期～終期)の総期間と一致すること。
※5　関係する市町村、DMO、他の事業者等と連携する事項(見込)があれば記載すること。行が不足する場合は追加すること。

２　事業内容の詳細
	計画初年度
	事業期間
	　年　月　日　～　　年　月　日

	
	事業①
	例)・・・の設置
	事業費
	円

	
	
	




	
	事業②
	
	事業費
	円

	
	
	




	
	事業③
	
	事業費
	円

	
	
	




	
	事業費(計)
	円

	計画２年度
	事業期間
	　年　月　日　～　　年　月　日

	
	事業①
	
	事業費
	円

	
	
	




	
	事業②
	
	事業費
	円

	
	
	




	
	事業③
	
	事業費
	円

	
	
	




	
	事業費(計)
	円


　　※　行の過不足がある場合は削除又は追加すること。　　
※　事業費には、自己資金、借入、本補助金、他の補助金等を全て含めた金額を記載すること。


３　事業費の内訳
	
	計画初年度
	計画２年度※1
	計

	事業費(A)
	円
	円
	円

	
	他の補助金等充当(予定)額(B)※2
	円
	円
	円

	
	本補助金対象金額
(A-B)(C)
	円
	円
	円

	補助金申請額(予定)
(C×1/2以内)
※千円未満切り捨て
	千円
	千円
	千円


※1　計画初年度で事業が完了する場合は、計画２年度の欄に「０」と記入すること。
※2　他の補助金等を活用する場合は、以下の表に記載し、申請書、要綱等補助事業の内容がわかる書類を添付すること。
	補助金等の名称
	所管省庁
	交付(申請)予定額

	
	
	円

	
	
	円

	計
	円




４　達成目標及び事業の継続性
	
	事業完了翌年度
	2030年度(目標値)
	(増加率)

	利用者数
	人
	人
	％

	
	(算出の考え方)


	収益(売上)
	円
	円
	％

	
	(算出の考え方)


	(任意指標)※1
	
	
	

	
	(算出の考え方)


	事業継続に向けた
収益確保の見通しや具体策の概要
※2
	






※1　各計画独自の指標を任意に設定すること。(例：周辺店舗への集客効果)
※2　事業の継続性の確保に向けた取組について、記載すること。

５　事業効果
	事業効果の観点
	計画による影響(寄与)の見込み

	①広域性
旅行者にとって、市町村域を超えるエリアを象徴するコンテンツとなり、広く周遊・集客が期待できるなど、広域での影響が期待できるか。
	







	②誘客効果
旅行者や観光消費額の増加、観光サービスの高付加価値化が期待できるか。
	







	③ストーリー性
実施地域の景観や文化資源などの個性・特徴を生かし、信州ならではの体験ができることを明確に示すことができているか。
	







	④新規性
周辺に類似の観光コンテンツがない、又は提供方法が革新的で代替困難であるか。
	







	⑤課題解決性
旅行者が雨天でも楽しめる、ピークシフトに繋がるなど地域の観光課題の解決に資するか。
	







※　期待される各事業効果への影響(寄与)の度合いや、どのような効果が生じるか、影響が及ぶ理由等について記載すること。
